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１目地急勾配水路上でフルード数が２を超える流れは,自励的に転波列流れを伴うことは良く知ら
れている.この転波列流れは,災害の視点から洪水や士石流,あるいはその周期的な流れは,景観的な視点

から議論されることがしばしばある．しかし実験計測が難しく，内部構造やメカニズムについて未解明な

部分が多く，具体的な水理学的特徴と言えるものもほとんど知られていない.そこで本研究では,ＰＩＶを用

いて転波列流れの流速の瞬間特性についての検討を行い,転波列流れの基礎的な知見を得ることを目標

とした．

２実験装置実験は,幅２０cm,長さ５ｍのアクリル製可変勾配水路を用い，水位の測定は超音波式水

位計，レーザ光はアルゴンイオンレーザを用いて可視化し，今回，分野別研究で購入したレーザシート

装置を使用して．高速カメラによる画像を獲得しＰＩＶを用いて整理・検討を行った．

３．今回の検討目標転波列流れの瞬間流速分布特'性に関する知見を得るため，１つの波動部に対応

する流れの単位を考え，この波動部を領域に区分し，次の２点について検討した．①それぞれの瞬間流

速分布挙動を明らかにする．②それぞれの領域を代表する流速の大きさを比較する．

４流速分布の検討転波列流れは，流れの中に明確な波動性を有しており，内部の速度場は水深に

応じて変化することが予測できたため，本研究では，各領域を代表する断面での瞬間流速の大きさを，

平均水深を用いた仮想対数貝|｣分布と比較することで各断面での瞬間流速の大小を比較した．各断面の

瞬間流速と平均水深を用いて整理した仮想対数則分布とを比較している.用いた仮想対数則流速式は

皿/U*＝５６ﾉbg(Ｕ*Ｚ/ﾚﾉ＋53-----------------（１）

である.ここにU*=､/g7iﾌ,g:重力加速度,ﾉｶ.:平均水深,J:水路勾配,ｚ:水路底からの距離である．
５．結論検討の結果,転波列流れの瞬間流速分布について
①各断面の瞬間流速の結果から最大水深部,中間部分,最小水深部にかけて徐々に瞬間流速が小さくなっ

ていくことが判った.ただ,フロント前面部の最小水深断面１については,その傾向から外れている．

②各断面それぞれの瞬間流速が仮想対数則に比べて速い．

ことが判った

今後，さらに詳細な検討を行って行く予定である．
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